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３月８日から、プラネタリウ
ム春の一般番組「宇宙交響曲 
138億年をめぐる旅」が始まり
ます。冬番組の「にゃんこ博士
が説く 宇宙からやってくるメ
ッセンジャーの謎」に引き続き、
NHKのコズミックフロントチ
ームとともに制作した番組です。

番組では138億年前の宇宙誕
生から、最新の宇宙探査の様子
まで、過去から未来の宇宙を、美
しい映像でお送りします。

そんな映像をさらに盛り上げ
るのが、東京フィルハーモニー
交響楽団の演奏です。

当館は、ドームスクリーンに
13台、座席下に44台のスピーカ
ーや、重低音に特化したスピー
カーを設置し、ドーム全体から
包み込まれるような迫力ある音
楽体験をしていただくことがで
きます。

フルオーケストラの演奏と宇
宙を楽しめる番組はなかなかあ
りません。春休みにちょっと特

別な体験をしてみませんか。

→

第65回

プラネタリウムで迫力の音楽体験
博物館・プラネタリウム（☎355-2700　FAX355-2704）

→

■若者のトラブル事例
友人にもうけ話があると誘わ
れ、事業者からＦＸ自動売買ソフ
トを勧められた。高額な契約の
話だったので、「お金がない」と
言って断わったが、相手から「す
ぐ返済できるから、借金すれば
よい」と、その日のうちに消費
者金融でお金を借りて、契約を
した。やっぱり解約したい。
■対処法とアドバイス
「お金がない」と断っても、借

金をするように勧められ、断る
理由を封じられる場合がありま
す。「お金がない」ではなく、「必
要ありません」ときっぱりと断
ることが大切です。
返せる見込みがないのに多額

の借金を抱えることは、リスク
の高い行為です。「すぐ返済でき
る」などと言われても、うのみ
にせず、借金をしてまで契約す
ることはやめましょう。
■困ったらすぐにご相談を
民法改正によって、令和４年

４月１日から18歳から大人（成
年）になります。親の同意がな
くても、１人で契約ができるよ
うになる反面、いったん結んだ
契約は、原則として一方的にや
めることはできません。
もし、トラブルにあった場合
は、下記の窓口までお問い合わ
せください。

第27回

借金して契約するの？＜若者トラブル事例＞
市民・消費生活相談室（☎354-8147　FAX354-8452）

→ →

契約トラブルのご相談は
相談専用　☎354－8264

（平日９：00～12：00・13：00～16：00）
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問保育幼稚園課（☎354-8172　FAX354-6013　  hoikuyouchien@city.yokkaichi.mie.jp　HP ID1001000001320）

公立幼稚園の第２次適正化計画について
（広報よっかいち８月下旬号別冊「今後の公立幼稚園・保育園・こども園について」の続報）

新型コロナウイルス感染症の
影響により落ち込んだ地域経済
の回復などを図るため、市内の
店舗で利用できる四日市市プレ
ミアム付デジタル商品券「よん
デジ券」を発行します。皆さん
の感染防止のため、商品券の購
入から利用まですべてスマート
フォンを使用します。デジタル
のみでの発行となり、本市では

初めての取り組みになります。
「よんデジ券」のプレミアム率
は40％、発行総額は70億円で
す。一人あたり1,000円（額面
1,400円）から購入ができ、上限
50,000円（額面70,000円）まで
購入できます。
現在、参加店舗を募集してい
ます（よんデジ券ホームページ
から申し込み）。
皆さんが利用しやすい商品券
となるように相談窓口を設置す
るなどサポート体制を整えてい

きます。消費の拡大につながる
ようご協力をお願いします。

→ →

第11回

初めての取り組みになります。 きます。消費の拡大につながる

「よんデジ券」（プレミアム付デジタル商品券）
で四日市を元気に！

◇令和５年度末で休園となる公立幼稚園（令和３年度に決定）　　
公立幼稚園の第２次適正化計画※１（第２次計画）に定めた休園基準
に基づいて、桜・三重西・富田・川島幼稚園の４園を令和５年度末に
休園し、併せて、令和５年度から、同地区内の保育園を、幼稚園機能
と保育園機能を併せ持った幼保連携型認定こども園に移
行します。

◇第２次計画の変更点（令和４年度以降に適用）
市議会からの申し入れ※２を受け、第２次計画における「４歳児と５

歳児の合計した総園児数が15人を下回っている園で、次年度の園児募
集で引き続き総園児数が15人を下回った場合に休園」という基準によ
らず、適切な集団規模での教育を目指し、適正化の時期を明確にした
配置計画※３を令和４年度中に示していくこととしました。

◇認定こども園における教育認定
の３歳児の受け入れ
施設規模などを勘案し、まず

は、第１次適正化計画で適正化
の対象となった園のうち、大規
模改修をしたこども園〔橋北こ
ども園、保々こども園、楠こど
も園、（仮称）神前こども園〕お
よび私立高花平こども園で、令
和５年４月から実施します。

※１　公立幼稚園の第２次適正化計画はこちらをご覧ください� ……………▶︎

※２　市議会からの申し入れの内容はこちらをご覧ください� ……………▶︎
※３　配置計画の決定時期は現在のところ未定ですが、令和５年度の新入園児

募集は通常どおり行い、申し込みをした園児が卒園するまでは、園は継
続して運営します

時４月４日（月）から市民先行販
売（利用期間：５月９日～10
月31日）

問四日市市プレミア
ム付デジタル商品
券コールセンター

　（☎0120−769−603
HPhttps://4digi-ken.jp）

他３月28日から相談窓口（安島
一丁目２−29　MIZUTANI
ビル１階）を開設予定

よんデジ券
ホームページ


